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橋徹*

で、昭和 41年から 4 を務められた竹内正辰先生は昭和 63年 11月初日、

腹部静脈摺出血のため倒れられ、

されました。享年 82

は明治 39年 9月8日

されました。昭和 8年満州採金事業調査部技術員として

されました。昭和 9年満州砂金株式会社に移られ、

もなく翌日逝

します。

に採用

の調査を続けられ、昭和 12年恰爾演市の東北東 330km、松花江の支流沿い古林省(当時)イカポツ

鉱業所蛇綾子採鉱場長、翌年恰頭演の北北西 450km、撤江支流、黒竜江省泥鰍河鉱業所長として砂金

鉱床の採掘 e 選鉱の指導監督に当たられました。この 7年間気象条件が極めて厳しく治安も悪い僻地

げられ、昭和 15年 9丹新京(長春)の本社@鉱務課採金船係主任

を務められ、

満州科学技術連盟鉱業部会常任幹事を

されました。陪月から旅

17年 5月旅煩工科大学助教授に採用され、昭和 18年 9月

域の雲母鉱床の調査に従事されましたが、

は極寒のシベリアに抑留されました。

昭和 22年 11月ご帰国、翌年 4

立にともない柏町ム円払宮内怖さZ

されました。

献をされ、続いて昭和 41年 4月より 3

と中学校教育にご尽力されました。

を終えられ、昭和 45年 3月

に大いに敏腕を発揮されました。

多くの有能な師弟を教育界に輩出され、

床と伊豆のマンガン鉱床の両研究が中心的なものと

の鉱化作用のご研究は高く評価され、京都大学から

として

7月召集を受けられ、終戦後 2

に迎えられ、昭和 25年 4丹新制大学の設

当 守主用品加陥品十認 さらに昭和 40年 4月

に多大な

を併任され、同校の

において、大学運営並びに

きにわたり熱心な研究指導などで

されました。研究面では満州の砂金鉱

され、伊豆半島浅熱水鉱床生成域のマンガン

さ才工ました。

和 36年以来、静関市文化財審議会員として長い間、文化財保護のため社会に多大な

はまた昭

をされてき

られ、ました。先生は早くからご研究の傍ら、奥様とご一緒に謡曲をご趣味とされ、

間のほか東京国立能楽堂でも能を舞われた由、また奥様と日本各地の

先生の、

なお人柄は広く

を表し、心から

えられ、昨年 12 を受けられました。

などに敬愛信頼されてきました。先生の立派な

をお祈り申し上げます。

-26 

した。

よび文化財

に深甚な敬


